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【
条
例
制
定
】

（
新
規
）

◆
韮
崎
市
病
児
・
病
後
児
保
育

　

所
条
例

　

韮
崎
市
立
病
院
内
に
韮
崎
市
病

児
・
病
後
児
保
育
所
を
設
置
す
る
の

に
伴
い
必
要
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

◦
対　
　

象

　

病
気
又
は
病
気
の
回
復
期
に
あ
る

　

お
お
む
ね
生
後
６
ヶ
月
か
ら
小
学

　

校
３
年
生
ま
で
の
児
童

◦
利
用
時
間

　

午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時
15
分

◦
休
所
日

　

土
曜
、
日
曜
、
祝
日
等

◦
利
用
料
金

　

一
日
に
つ
き
階
層
区
分
に
よ
り
無

　

料
か
ら
３
千
円

（
一
部
改
正
）

◆
韮
崎
市
国
民
健
康
保
険
税
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

（
専
決
）

　

健
康
保
険
法
施
行
令
及
び
国
民
健

康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
出
産
育
児
一
時
金
の
額
に
係
る

経
過
措
置
を
削
り
、
国
民
健
康
保
険

税
課
税
額
の
限
度
額
を
改
め
ま
し
た
。

◆
韮
崎
市
職
員
の
育
児
休
業
等

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例

　

国
と
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
対

象
に
非
常
勤
職
員
（
一
部
を
除
く
）

が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

◆
韮
崎
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

　

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
被
災

者
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
重
要

性
や
認
識
が
高
ま
る
中
、
自
主
的
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の
普

及
促
進
を
行
う
た
め
取
得
日
数
を
５

日
以
内
か
ら
７
日
以
内
に
改
正
し
ま

し
た
。

◆
韮
崎
市
企
業
立
地
支
援
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

連
携
す
る
県
の
産
業
集
積
促
進
助

成
金
交
付
要
綱
の
改
正
に
伴
い
、
短

時
間
労
働
者
も
常
時
雇
用
労
働
者
の

定
義
に
含
む
、
常
時
雇
用
労
働
者
数

を
３
年
間
維
持
す
る
よ
う
求
め
る
等

改
正
し
ま
し
た
。

◆
韮
崎
市
美
術
館
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
、
分
館

と
し
て
韮
崎
大
村
美
術
館
サ
テ
ラ
イ

ト
ス
ペ
ー
ス
を
開
設
す
る
た
め
の
条

文
を
加
え
ま
し
た
。

◆
韮
崎
市
議
会
の
議
決
を
要
す

　

る
公
の
施
設
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
民
会
館
の
廃
止
に
と
も
な
い
、

所
要
の
改
正
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

◆
韮
崎
市
税
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
方
々
の
税
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
韮
崎
市
条
例
の
市

民
税
に
関
し
て
条
例
を
改
正
し
ま
し

た
。

（
廃
止
）

◆
韮
崎
市
民
会
館
設
置
、
管
理

　

及
び
使
用
料
条
例
を
廃
止
す

　

る
条
例

　

市
民
会
館
の
機
能
を
新
設
す
る
韮

崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
移
転
す

る
こ
と
に
伴
い
、
市
民
会
館
を
廃
止

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　平成23年第２回韮崎市議会定例会は、６月９日に招集され、会期を
６月24日までの16日間と定め審議を行いました。
　今議会で審議された案件は、条例の改正や補正予算など17案件を審
議し、すべて原案のとおり可決・承認・同意されました。

第２回定例会
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■平成23年度 韮崎市一般会計補正予算（第１号）
　 《補正予算額》　　　  １億７,８６５万３千円

【補正予算】
　一般会計補正予算（第１号）が、財務常任委員会で審査された後、本会議で可決されました。
おもな内容は以下のとおりです。

【人事案件】

■農業委員会選任委員の推薦

　　大　柴　豊　子　　（穂　坂　町）
　　山　寺　萬亀子　　（穴　山　町）
　　清　水　こずゑ　　（大　草　町）

■人権擁護委員候補者の推薦

　　秋　山　　　泉　　（中　央　町）

■第一鈴嵐恩賜林保護財産区管理会
　委員の選任

　　矢　崎　俊　男　　（神　山　町）
　　㓛　刀　正　彦　　（神　山　町）
　　工　藤　良　一　　（神　山　町）
　　功　刀　　　修　　（神　山　町）
　　平　賀　勝　男　　（若宮三丁目）
　　鈴　木　恒　彦　　（清　哲　町）

■第二鈴嵐恩賜林保護財産区管理会
　委員の選任
　　功　刀　勝　之　　（神　山　町）
　　内　藤　　　充　　（神　山　町）
　　小　屋　忠　嗣　　（本町一丁目）
　　功　刀　光　齊　　（旭　　　町）
　　小　林　豊　彦　　（大　草　町）
　　加　藤　正　次　　（龍　岡　町）
　　清　水　誠　次　　（清　哲　町）

■第二御座石前山恩賜林保護財産区
　管理会委員の選任
　　藤　嶋　英　毅　　（清　哲　町）
　　伊　藤　卓　朗　　（清　哲　町）
　　口　野　道　男　　（中　田　町）
　　新　藤　　　格　　（中　田　町）
　　細　田　正　昭　　（中　田　町）
　　髙　添　真　一　　（中　田　町）
　　深　澤　篤　彦　　（円　野　町）

◇主なもの（歳入）
◦健康診査事業費補助金　　　　１００万９千円
◦介護基盤緊急整備等臨時特例基金事業費補助金

　　　　　　　　　　　１億５,５９９万５千円
◦保育対策等促進事業費補助金　５７６万６千円
◦農業者戸別所得補償制度推進費補助金
　　　　　　　　　　　　　　　４６０万１千円
◦病児病後児保育所運営費負担金　　１０６万円
◦コミュニティ助成金　　　　　  １,５００万円
◦財政調整基金繰入金　　　△　６０３万１千円

◇主なもの（歳出）
◦介護基盤緊急整備等臨時特例基金事業（福祉）

１億５,０９９万５千円
◦介護基盤緊急整備等臨時特例基金事業（保健）
　　　　　　　　　　　　　　　５０４万５千円
◦病児病後児保育事業　　　　　２７１万３千円
◦大腸がん検診推進事業　　　　　　２０２万円
◦農業者戸別所得補償制度推進事業
　　　　　　　　　　　　　　　４６０万２千円
◦災害対策事業　　　　　　　　　　１８０万円
◦地区公民館運営事業　　　　　９２０万２千円

　以下の各人事案件について推薦、選任しました。　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
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■建物の処分内容の変更

　旧穴山町集会施設を社会福祉法人に譲渡するにあたり実測調査したところ、書類上の床面積との
誤差が判明したため実測面積に変更しました。

■市道の廃止及び路線認定

　以下のとおり市道の路線番号を廃止及び認定しました。
　市道（穂坂）77 号線を県道との交差点形状改良により廃止及び認定
　市道（穂坂）97 号線を県道との交差点位置の変更に伴い廃止及び認定

■韮崎市民交流センター整備工事請負契約の変更について

　建物の屋上部分の防水工事、子育て支援センター内の汚物流しやシャワーパン追加、電源設備類
の一部変更などにより以下のとおり変更しました。

　建築工事請負契約　　　２７０万９千円増額して　　　５億８, ０２０万９千円に
　機械設備工事請負契約　８２６万３千５百円増額して　３億２, ０２１万８千５百円に
　電気設備工事請負契約　３５２万８千円増額して　　　２億２, ３１８万８千円に

【その他案件】

■旭山恩賜林保護財産区管理会委員の
　選任
　　鈴　木　彬　之　　（旭　　　町）
　　樋　口　軍　治　　（旭　　　町）
　　木　下　光　男　　（旭　　　町）
　　志　村　好　文　　（旭　　　町）
　　原　　　　　洋　　（旭　　　町）
　　功　刀　孝　教　　（旭　　　町）
　　堀　内　延　和　　（旭　　　町）

■八森恩賜林保護財産区管理会委員の
　選任

　　藤　嶋　英　毅　　（清　哲　町）
　　伊　藤　卓　朗　　（清　哲　町）
　　口　野　道　男　　（中　田　町）

　　新　藤　　　格　　（中　田　町）
　　細　田　正　昭　　（中　田　町）
　　髙　添　眞　一　　（中　田　町）

■戸沢日影半腹裾恩賜林保護財産区
　管理会委員の選任

　　深　澤　盛　光　　（円　野　町）
　　伊　藤　辰　彦　　（円　野　町）
　　堀　内　健　光　　（円　野　町）
　　細　田　德　宏　　（円　野　町）
　　秋　山　　　忠　　（円　野　町）
　　眞　壁　靜　男　　（円　野　町）
　　眞　壁　昭　彦　　（円　野　町）
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12人の議員が市政を問う

一 般 質 問

ここが聞きたいにらさきの
まちづくり

　一般質問の内容は、項目は抜粋、質問と答弁は要約したものです。
詳細な内容は、韮崎市ホームページ⇒議会⇒会議録で確認することが
できます。録画中継も配信しています。

　

請
願

２
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
第
２
３
ー
４
号

☆
浜
岡
原
子
力
発
電
所
は
廃
炉
に
す
る
こ
と
の

　

意
見
書
を
求
め
る
請
願

請
願
第
２
３
ー
５
号

☆
韮
崎
市
内
の
水
源
地
施
設
の
耐
震
診
断
と
耐

　

震
化
お
よ
び
送
水
管
の
耐
震
化
な
ど
の
請
願

〈
意
見
書
等
〉

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大

臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
財
務
大
臣
宛
て
に
「
浜

岡
原
子
力
発
電
所
は
廃
炉
に
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
」
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
韮
崎
市
長
宛
て
「
韮
崎
市
内
の
水
源

地
施
設
の
耐
震
診
断
と
耐
震
化
お
よ
び
送
水
管

の
耐
震
化
を
求
め
る
請
願
書
に
つ
い
て
」
を
送

付
し
ま
し
た
。

採　

択

採　

択

市
民
生
活
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　今期の議員任期は平成23年10月９日までとなっており、次
期より韮崎市議会議員の定数を20名から２名削減し、18名と
なります。

　市議会議員一般選挙の日程は、選挙管理委員会より
　　９月25日告示　10月２日投票　と示されています。

議員の定数削減、
選挙日程について
議員の定数削減、
選挙日程について
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清水　　一 議員
［韮政クラブ］

その他質問

◆市民交流センターの
　施設とテナントの入
　居状況について
◆「まちなか活性化計
　画」による事業の現
　状と今後の見通しに
　ついて
◆神山町を中心とした
　「歴史と景観をおり
　なす里づくり」事業
　について

問
議
員　

東
日
本
大
震
災
は
、

巨
大
地
震
と
巨
大
津
波
に
加

え
て
原
発
事
故
も
重
な
る
い

ま
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
歴
史
的
、
記
録
的
な

大
災
害
で
し
た
。

　

い
か
な
る
事
態
に
お
い
て

も
対
処
で
き
得
る
対
策
、
体

制
を
、
想
定
外
を
想
定
し
た

も
の
と
し
て
立
て
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
我
が

市
に
お
け
る
防
災
計
画
や
地

震
防
災
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を

早
急
に
行
う
必
要
を
感
じ
ま

す
。
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

次
に
、
水
源
施
設
の
点
検

整
備
及
び
耐
震
診
断
を
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
送

水
管
な
ど
の
水
道
施
設
等
の

耐
震
化
も
進
め
る
必
要
を
感

じ
ま
す
。
現
状
を
お
伺
い
し

ま
す
。

答
市
長　

防
災
計
画
に
つ
い

て
は
、
東
日
本
大
震
災
を
踏

ま
え
見
直
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

韮
崎
市
上
水
道
施
設
の
耐

震
力
は
、
甘
利
浄
水
場
以
外

は
基
準
を
満
た
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
送
配
水
管
に
つ
き
ま

し
て
も
建
設
年
次
が
古
く
、

耐
震
力
が
弱
い
た
め
、
対
策

が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
布
設
す
る
管
路
に
つ

き
ま
し
て
は
す
べ
て
耐
震
管

を
採
用
し
、
実
施
し
て
ま
い

り
た
い
。

問
議
員　

水
神
町
地
内
に
お

い
て
土
砂
崩
壊
防
止
の
工
事

が
行
わ
れ
、
工
事
現
場
の
一

角
が
先
日
の
雨
で
土
砂
崩
壊

を
起
こ
し
大
き
な
岩
が
落
下

す
る
な
ど
の
事
態
が
起
こ
っ

て
お
り
ま
す
。
市
民
の
間
か

ら
は
、
あ
の
よ
う
な
工
事
は

む
し
ろ
行
わ
な
い
ほ
う
が
よ

か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、

不
安
と
心
配
の
余
り
こ
ん
な

声
も
聞
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

急
傾
斜
地
に
指
定
さ
れ
て
い

る
当
該
地
の
工
事
完
了
は
い

つ
に
な
る
の
か
、
早
急
に
完

了
し
て
周
辺
住
民
の
不
安
を

取
り
除
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

急
傾
斜
地
で
あ
る
当
該
地
で

行
わ
れ
て
い
る
工
事
に
至
っ

た
経
過
と
、
工
事
方
法
等
見

直
す
心
配
は
な
い
の
か
、
当

局
の
ご
見
解
を
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。

答
市
長　

平
成
16
年
の
台
風

23
号
に
よ
る
土
砂
災
害
後
、

県
が
現
地
調
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
危
険
度
が
高
い
と
い

う
調
査
結
果
を
も
と
に
、
平

成
19
年
度
よ
り
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業
と
し
て
法
面
保

護
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
本
事
業
の
計
画
延
長
は

約
５
５
０
ｍ
で
あ
り
、
昨
年

度
末
ま
で
約
２
８
０
ｍ
が
完

了
し
、
平
成
26
年
度
末
に
は

事
業
完
了
予
定
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
景
観
に
配
慮
し
た
工

法
を
選
定
し
、
工
事
を
行
う

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

野口　紘明 議員
［韮政クラブ］

その他質問

◆高齢化社会に向けた
　公共交通機関の整備
　について
◆御勅使川に架かる堀
　切橋の架け替えにつ
　いて
◆穂坂自然公園の管理
　運営について
◆第一次韮崎市健康増
　進計画策定による市
　民の健康増進の推進
　について
◆中高一貫教育の対応
　について

問
議
員　

東
日
本
大
震
災
は
、

大
津
波
と
福
島
第
一
原
発
事

故
と
重
な
り
甚
大
な
被
害
規

模
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
に
は
地
震
防
災
マ
ッ

プ
が
作
成
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
大
地
震
で
は
想
定

外
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
避

難
地
域
と
か
場
所
等
に
つ
い

て
防
災
計
画
の
見
直
し
の
考

え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

答
市
長　

東
日
本
大
震
災
を

教
訓
に
、
国
の
防
災
基
本
計

画
及
び
山
梨
県
地
震
防
災
計

画
の
見
直
し
作
業
が
年
内
に

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
れ

を
踏
ま
え
、
早
急
に
防
災
会

議
に
諮
り
見
直
し
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

問
議
員　

こ
の
大
地
震
か
ら

減
災
力
の
重
要
性
を
教
訓
と

し
、
市
民
に
広
く
呼
び
か
け

減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
開
催

す
る
と
と
も
に
、
韮
崎
市
減

災
力
の
強
い
ま
ち
づ
く
り
宣

言
を
行
い
全
市
民
の
意
識
高

揚
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
ご
見
解
を
伺
い
ま

す
。

答
市
長　

減
災
力
の
強
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
自

主
防
災
会
、
減
災
に
つ
い
て

の
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
提
言
の
宣
言
に
つ
い
て

は
、
減
災
に
対
す
る
市
民
の

意
識
高
揚
の
た
め
有
益
で
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
今

後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
議
員　

多
く
の
子
供
か
ら

若
者
や
高
齢
者
ま
で
が
行
き

合
う
こ
と
の
で
き
る
テ
ナ
ン

ト
業
者
の
入
居
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
は

何
㎡
で
入
居
家
賃
は
幾
ら
か
、

ま
た
、
今
入
居
予
定
者
は
何

社
あ
り
、
ど
ん
な
業
者
か
伺

い
ま
す
。

答
市
長　

テ
ナ
ン
ト
の
面

積
の
入
居
家
賃
は
、
一
階

が
１
０
５
㎡
月
額
坪
当
た

り
６
千
３
百
円
、
三
階
が

１
３
１
７
㎡
で
坪
当
た
り

５
千
円
を
基
本
と
し
て
い
ま

す
。
入
居
予
定
は
４
社
で
カ

フ
ェ
ベ
ー
カ
リ
ー
、
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
調
剤
薬
局
及
び

レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
で
す
。

問
議
員　

昨
年
運
行
さ
れ
ま

し
た
は
と
バ
ス
は
、
好
評
で

し
た
。
ど
ん
な
運
行
で
何
回

さ
れ
何
人
が
本
市
を
訪
れ
ま

し
た
か
、
ま
た
、
本
年
も
実

施
計
画
が
あ
り
ま
す
か
。

答
市
長　

運
行
実
績
は
、
東

京
発
日
帰
り
ツ
ア
ー
に
よ
る

市
内
温
泉
、
韮
崎
大
村
美
術

館
ル
ー
ト
等
で
合
計
９
回

２
１
３
名
が
本
市
を
訪
れ
ま

し
た
。
本
年
も
引
き
続
き
秋

の
果
樹
シ
ー
ズ
ン
等
に
あ
わ

せ
企
画
を
要
請
し
て
お
り
ま

す
。 韮

崎
市
へ
は
と
バ
ス

運
行
に
つ
い
て

韮
崎
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
民
間
テ
ナ
ン
ト

施
設
整
備
に
つ
い
て

地
震
防
災
マ
ッ
プ
の

見
直
し
と
減
災
力
の

強
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

東
日
本
大
震
災
の
教

訓
と
今
後
の
防
災
対

策
に
つ
い
て

七
里
岩
急
傾
斜
地

（
水
神
地
内
）
の
土

砂
崩
壊
と
、
そ
の
対

応
に
つ
い
て
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今
後
早
期
に
塩
川
合
流
点
ま

で
の
浚
渫
を
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

問
議
員　

有
事
平
時
に
か
か

わ
ら
ず
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整

備
は
重
要
で
あ
り
ま
す
。
新

聞
等
に
よ
る
と
県
庁
所
在
地

の
耐
震
管
設
置
割
合
は
、
平

均
17
％
で
す
。
又
水
道
管
の

耐
用
年
数
は
40
年
と
規
則
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市

の
耐
用
年
数
が
経
過
し
た
管

の
総
延
長
、
耐
震
化
率
、
経

年
化
率
ま
た
今
後
の
改
善
計

画
に
つ
い
て
見
解
を
求
め
ま

す
。

答
市
長　

本
市
の
水
道
管
総

延
長
は
２
９
２
、２
９
３
ｍ

で
あ
り
こ
の
内
耐
用
年
数
を

経
過
し
た
管
の
総
延
長
は

２
７
、６
４
７
ｍ
経
年
化
率

９
・
５
％
で
あ
り
ま
す
。
又

耐
震
化
率
に
つ
い
て
は
、
本

年
３
月
末
時
点
で
管
延
長

２
、１
７
０
ｍ
耐
震
化
率

０
・
７
％
で
あ
り
ま
す
。
今

後
の
改
善
計
画
に
つ
い
て
は
、

財
政
的
な
問
題
や
水
道
料
金

へ
の
影
響
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
急
な
対
応
は
難
し
い
と
考

え
ま
す
。

藤嶋　英毅 議員
［韮政クラブ］

その他質問

◆韮崎市内に避難生活を
　している被災者支援に
　ついて
◆シカによる甘利山つつ
　じの食害対策について
◆教職員の時間外労働等
　勤務条件の改善につい
　て
◆「子どもに自信を持た
　せる教育」について
◆市に雇用されている非
　正規職員問題について
◆「住宅リフォーム助
　成」制度実施について
◆ＴＰＰ参加反対の意思
　表示について
◆市道（韮崎）１号線の
　拡幅改良整備について

問
議
員　

４
月
11
日
投
票
の

県
議
選
は
、
僅
小
差
、
有
効

投
票
者
25
人
の
差
で
清
水
武

則
候
補
が
当
選
し
ま
し
た
。

私
は
こ
の
選
挙
は
、
敗
者
も

勝
者
も
つ
く
ら
な
か
っ
た
と

言
い
切
り
ま
す
。

　

横
内
市
長
は
こ
の
選
挙
で
、

清
水
候
補
の
政
策
を
支
持
し
、

そ
の
当
選
に
向
け
て
ご
尽
力

さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
し
か

し
、「
偏
る
こ
と
な
く
、
市

民
の
声
を
聞
き
、
公
正
・
公

平
を
旨
と
し
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
る
横
内
市

長
と
し
て
は
、
こ
の
選
挙
い

さ
さ
か
一
方
づ
き
、
公
平
さ

に
問
題
な
し
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
如
何
で
し
ょ
う
か
。
市

民
の
半
数
は
小
野
候
補
を
支

持
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
市
長

の
今
後
の
市
政
運
営
を
伺
い

ま
す
。

答
市
長　

県
議
選
へ
の
対
応

は
、
私
的
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
の
で
、
答
弁
は
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
の
市
政
運
営
に
つ
き

ま
し
て
は
、
県
議
選
の
結
果

如
何
を
問
わ
ず
、「
公
正
・

公
平
な
ま
ち
づ
く
り
、
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
健
全

な
行
財
政
運
営
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
基
本
姿
勢

に
、「
夢
と
感
動
の
テ
ー
マ

シ
テ
ィ
ー
に
ら
さ
き
」
の
実

現
に
む
け
全
力
を
つ
く
し
て

参
り
ま
す
。

問
議
員　

福
島
第
一
原
発
の

史
上
最
大
規
模
の
事
故
が

収
束
を
見
ず
、
安
定
す
る

に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、

人
々
を
深
い
と
こ
ろ
で
、
疲

弊
さ
せ
て
い
ま
す
。
放
射
能

に
汚
染
さ
れ
た
地
域
は
、
立

ち
入
り
が
禁
じ
ら
れ
、
悲
し

い
町
、
寂
し
い
村
と
な
り
ま

し
た
。
生
物
の
生
存
を
否
定

し
か
ね
な
い
原
発
事
故
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
原
子
力

に
依
存
し
て
き
た
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
が

喫
緊
の
国
家
の
重
要
課
題
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
伺
い

ま
す
。

①
原
子
力
か
ら
の
脱
出
に
つ

　

い
て

②
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の

　

積
極
的
推
進
に
つ
い
て

③
太
陽
光
発
電
設
置
費
助
成

　

額
の
増
額
に
つ
い
て

答
市
長

①
原
子
力
か
ら
の
脱
出
に
つ

　

い
て
は
、
今
後
、
国
の
エ

　

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
い
て

　

一
定
の
方
向
性
が
示
さ
れ

　

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

②
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の

　

推
進
に
つ
い
て
は
、
太
陽

　

光
、
太
陽
熱
を
は
じ
め
と

　

す
る
エ
コ
ハ
ウ
ス
設
備
設

　

置
費
用
補
助
金
制
度
を
導

　

入
し
、
２
１
０
件
６
３
４

　

万
円
の
補
助
実
績
が
あ
り

　

ま
し
た
。
引
き
続
き
普
及

　

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

③
太
陽
光
発
電
施
設
設
置
費

　

助
成
額
は
現
在
５
万
円
で

　

あ
り
ま
す
。
増
額
に
つ
い

　

て
、
今
後
、
検
討
し
て
ま

　

い
り
ま
す
。

問
議
員　

東
日
本
大
震
災
に

お
い
て
は
、
自
助
、
共
助
が

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
自
主
防
災
会
の
充
実

が
今
こ
そ
重
要
と
考
え
ま
す
。

又
自
主
防
災
会
独
自
の
リ
ー

ダ
ー
が
必
要
と
考
え
ま
す
が

見
解
を
求
め
ま
す
。

答
市
長　

自
主
防
災
組
織
の

充
実
強
化
が
重
要
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
市
民
を
対
象
に

研
修
会
や
出
前
塾
等
を
通
じ

て
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
又
防
災
リ
ー
ダ
ー
に

つ
い
て
は
輪
番
的
な
代
表
者

で
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
た

め
、
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
に
市
民
が
参
加
で

き
る
よ
う
積
極
的
に
周
知

し
、
防
災
士
資
格
取
得
補
助

金
制
度
の
利
用
促
進
を
図
り
、

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
努
め
ま

す
。

問
議
員　

市
民
が
安
心
、
安

全
に
暮
ら
す
に
は
、
災
害
を

未
然
に
防
ぐ
人
為
的
な
施
策

が
必
要
で
す
。
河
川
内
に
あ

る
立
木
伐
採
に
つ
い
て
は
、

再
三
論
議
が
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
繁
茂
し
た
立
木
が
災

害
の
未
然
防
止
を
妨
げ
、
災

害
誘
発
の
要
因
と
な
る
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
浚
渫
に
つ
い
て
も
、

見
解
を
求
め
ま
す
。

答
市
長　

河
川
の
伐
採
に
つ

い
て
は
、
地
元
の
要
望
を
受

け
県
へ
伐
採
及
び
浚
渫
の
要

望
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

の
高
齢
化
が
進
む
中
で
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
か
ら

河
川
管
理
者
に
実
情
を
説
明

し
、
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答
建
設
課
長　

黒
沢
川
は
、

平
成
23
年
度
大
坪
橋
か
ら

５
０
０
ｍ
く
ら
い
河
川
を
浚

渫
し
て
い
く
予
定
と
県
か
ら

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

河
川
の
立
木
伐
採
と

浚
渫
に
つ
い
て

県
議
選
結
果
を
踏
ま

え
た
市
政
運
営
に
つ

い
て

岩下　良一 議員
［共伸クラブ］

その他質問

◆公共用地の管理につ
　いて
・寄付採納等取得した
　未登記物件把握
・今後の改善策につい
　て

原
子
力
か
ら
の
脱
出

と
太
陽
光
発
電
の
推

進
に
つ
い
て

水
道
管
老
朽
化
に
伴

う
管
の
布
設
替
に
つ

い
て

自
主
防
災
会
の
充
実

並
び
に
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
に
つ
い

て
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答
市
長　

の
れ
ん
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
な
ど
、
新
た
な
魅

力
の
創
造
に
よ
り
回
遊
性
や

滞
留
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
学
習
散
歩
な
ど
、

既
存
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
に
よ

り
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
を

創
出
し
て
い
き
た
い
。

問
議
員　

地
震
が
発
生
し
た

と
き
に
は
、
第
一
に
自
分
自

身
が
安
全
に
避
難
す
る
こ
と

を
考
え
、
第
二
に
互
い
に
助

け
合
う
こ
と
に
な
る
。
山
梨

県
の
自
主
防
災
組
織
率
は

９
２
・
４
％
で
全
国
で
も
６

番
目
に
高
い
が
形
骸
化
し
て

い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る

が
、
本
市
の
各
地
区
の
組
織

の
機
能
性
は
、
地
震
発
生
直

後
の
第
一
次
避
難
行
動
の
徹

底
や
第
二
次
避
難
行
動
で
あ

る
避
難
場
所
、
避
難
地
、
避

難
所
の
確
認
等
に
つ
い
て
住

民
が
十
分
に
理
解
し
、
行
動

で
き
る
組
織
で
あ
る
の
か
ど

う
か
。

答
市
長　

自
主
防
災
組
織
の

数
は
１
０
０
地
区
で
あ
り
、

規
約
等
を
定
め
て
い
る
50
地

区
に
つ
い
て
は
機
能
し
て
い

る
と
思
う
が
、
今
後
全
体
に

つ
い
て
確
認
を
し
て
い
く
。

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方

策
を
お
考
え
か
伺
い
ま
す
。

答
市
長　

地
域
の
経
済
を
活

性
化
さ
せ
る
こ
と
が
被
災
地

を
勇
気
づ
け
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、
本
市
恒
例

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
被
災
地
に
配
慮

し
つ
つ
粛
々
と
実
施
し
て
ま

い
る
考
え
で
す
。

問
議
員　

そ
う
い
う
機
会
を

通
じ
て
義
援
金
の
箱
な
ど
も

用
意
し
な
が
ら
、
復
興
支
援

な
ん
か
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
や
っ

て
毎
日
平
穏
で
い
ら
れ
る
の

も
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
な

と
、
常
に
毎
日
毎
日
そ
の
よ

う
に
感
じ
な
が
ら
行
動
を
し

て
お
り
ま
す
、
長
い
復
興
支

援
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

輿石　賢一 議員
［共伸クラブ］

その他質問

◆市道（龍岡）18号線
　について
◆割羽沢川の改修につ
　いて
◆災害時のライフライ
　ンの確保について
◆防災・減災について
◆旧雇用促進住宅につ
　いて

問
議
員　

昨
年
第
４
回
定
例

会
の
折
に
も
質
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
エ
コ

パ
ー
ク
た
つ
お
か
は
使
用
期

限
ま
で
に
は
あ
と
６
年
少
々

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
に
進
捗
し
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

答
市
長　

協
定
期
間
終
了
後

の
計
画
は
、
今
後
、
峡
北
広

域
行
政
事
務
組
合
理
事
会
等

に
お
い
て
、
現
行
施
設
の
効

率
的
な
運
用
並
び
に
平
成
29

年
以
降
の
対
応
に
つ
い
て
、

構
成
３
市
で
検
討
を
開
始
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
議
員　

施
設
を
計
画
か
ら

完
成
ま
で
に
は
10
年
は
か
か

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
環

境
ア
セ
ス
と
か
地
域
の
理
解

を
得
ら
れ
る
に
は
相
当
の
時

間
が
か
か
る
と
い
う
よ
う
な

形
の
中
で
本
当
に
６
年
少
々

で
、
本
当
に
稼
働
が
で
き
る

の
か
改
め
て
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

答
市
民
課
長　

広
域
行
政
事

務
組
合
の
理
事
会
に
お
い
て

現
行
施
設
の
効
率
的
な
運
用

等
で
対
応
を
検
討
開
始
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
竜
岡
の
塵
芥
焼
却

場
対
策
委
員
会
か
ら
の
申
し

入
れ
に
対
し
ま
し
て
峡
北
広

域
行
政
事
務
組
合
で
こ
と
し

の
３
月
に
そ
の
対
策
委
員
会

の
委
員
長
さ
ん
あ
て
に
回
答

書
を
提
出
し
た
と
い
う
こ
と

を
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

問
議
員　

震
災
直
後
は
各
種

イ
ベ
ン
ト
も
自
粛
中
止
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
２
カ
月

を
過
ぎ
た
こ
ろ
よ
り
、
経
済

的
に
も
社
会
的
に
も
閉
塞
感

に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
う
と
の

観
点
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
な
が
ら
復
興
へ
の
支
援
を

し
よ
う
と
い
う
方
向
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
当

市
の
関
係
す
る
イ
ベ
ン
ト
等

問
議
員　

市
立
保
育
園
や
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

利
用
す
る
支
援
だ
け
で
は
、

地
理
的
な
状
況
な
ど
に
よ

り
、
多
く
の
３
歳
未
満
児
が

支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
状
況

に
あ
る
。

　

他
自
治
体
で
成
果
を
上
げ

て
い
る
福
祉
施
設
を
利
用
し

て
の
子
育
て
サ
ロ
ン
や
一
般

民
家
を
開
放
し
て
地
域
で
育

て
る
子
育
て
広
場
な
ど
、
居

住
す
る
地
域
で
気
軽
に
利
用

で
き
る
施
設
や
場
所
な
ど
、

地
域
に
根
差
し
た
子
育
て
支

援
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
見
解
は
い
か

が
か
。

答
市
長　

現
在
各
児
童
セ
ン

タ
ー
で
子
育
て
講
座
や
講
習

会
、
子
育
て
広
場
や
子
育
て

サ
ロ
ン
の
開
催
な
ど
幅
広
く

事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

子
育
て
に
か
か
わ
っ
て
い
く

活
動
も
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
の
で
、
今
後
、
研

究
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
９
月
に
は
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
内
に
現
在
の
10

倍
以
上
の
広
さ
に
加
え
、
子

育
て
備
品
等
や
内
容
を
充
実

し
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

が
オ
ー
プ
ン
す
る
の
で
、
さ

ら
な
る
子
育
て
支
援
の
充
実

が
図
れ
る
も
の
と
期
待
し
て

い
る
。

問
議
員　

９
月
に
オ
ー
プ
ン

す
る
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
多
く
の
集
客
が
期
待
さ

れ
、
ま
ち
な
か
の
活
性
化
を

図
る
た
め
の
重
要
な
契
機
に

な
る
。

　

セ
ン
タ
ー
か
ら
ま
ち
な
か

へ
人
の
流
れ
を
導
く
に
は
商

店
な
ど
の
個
々
の
努
力
の
ほ

か
、
行
政
に
よ
る
特
色
あ
る

施
策
や
事
業
の
展
開
が
必
要

で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
に
集

ま
っ
た
人
々
を
ま
ち
な
か
へ

導
く
た
め
の
方
策
は
。

居
住
す
る
地
域
で
子

育
て
支
援
の
取
組
を

田原　一孝 議員
［韮和クラブ］

その他質問

◆市民交流センター東
　側のＴ字路への信号
　機設置について

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

を
ま
ち
な
か
活
性
化

の
契
機
に

地
区
の
自
主
防
災
組

織
の
機
能
性
は

エ
コ
パ
ー
ク
た
つ
お

か
に
つ
い
て

震
災
後
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
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た
て
て
す
す
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
市
川
三
郷
町
は

耐
震
化
が
県
内
で
は
す
す
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ

こ
で
は
下
水
道
工
事
に
あ
わ

せ
て
水
道
管
の
耐
震
化
に
と

り
く
ん
で
い
ま
す
。

答
市
長　

施
設
の
耐
震
力
は
、

甘
利
浄
水
場
以
外
は
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
。
送
配
水

管
も
対
策
が
必
要
。
早
急
な

耐
震
化
は
困
難
で
あ
る
が
、

今
後
布
設
す
る
管
路
は
全
て

耐
震
管
を
採
用
し
実
施
。

問
議
員　

県
内
で
初
め
て
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を

始
め
た
市
川
三
郷
町
（
補
助

は
工
事
額
の
10
％
。
上
限
は

10
万
円
）
が
好
評
で
す
。

　

韮
崎
市
で
も
是
非
実
施
し

て
ほ
し
い
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
の
仕

事
を
増
や
し
、
韮
崎
市
再
生

の
一
助
と
す
べ
き
で
す
。

答
市
長　

「
プ
レ
ミ
ア
ム
ふ

れ
愛
商
品
券
」
の
利
用
状
況

等
を
考
慮
し
、
検
討
。

矢崎　六彦 議員
［市清クラブ］

その他質問

◆東日本大震災をふま
　えての我が市の防災
　対策の見直しについ
　て
◆水道事業について
◆遺跡調査について

問
議
員　

大
震
災
と
大
津
波

に
よ
る
大
事
故
、
我
が
国
の

電
力
の
３
割
強
を
原
子
力
に

依
存
し
て
い
る
が
、
国
内
は

も
と
よ
り
全
世
界
中
で
原
子

力
政
策
の
見
直
し
が
余
儀
な

く
さ
れ
、
放
射
線
量
、
放
射

性
物
質
の
飛
散
が
ニ
ュ
ー
ス

と
し
て
毎
日
報
道
さ
れ
て
い

る
。

　

我
が
市
で
も
計
量
器
設
置

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
当
局

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。
又
、

静
岡
県
に
浜
岡
原
子
力
発
電

所
が
あ
る
が
５
月
６
日
、
菅

首
相
は
、
こ
の
原
子
炉
を
停

止
す
る
よ
う
要
請
し
現
在
、

全
面
停
止
の
状
況
で
あ
る
。

福
島
の
原
発
と
同
じ
よ
う
な

状
況
下
の
浜
岡
原
発
、
廃
炉

に
す
べ
き
と
考
え
る
が
市
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
市
長　

放
射
能
の
測
定
に

つ
い
て
は
現
在
、
甲
府
市
の

県
衛
生
環
境
研
究
所
に
設
置

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
で

毎
日
測
定
し
公
表
し
て
い
ま

す
。
本
県
は
福
島
原
発
よ
り

３
０
０
キ
ロ
の
位
置
に
あ
り

市
独
自
の
測
定
は
必
要
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。
浜
岡

原
発
の
廃
炉
に
つ
い
て
は
、

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

に
か
か
わ
る
こ
と
ゆ
え
廃
炉

を
国
に
働
き
か
け
る
こ
と
は

当
面
見
送
る
考
え
で
あ
り
ま

す
。

問
議
員　

私
は
先
の
12
月
議

会
で
も
質
問
し
ま
し
た
。

「
本
市
は
、
行
政
回
収
が
主

体
で
あ
り
、
分
別
収
集
の
売

上
金
の
地
元
還
元
は
考
え
て

い
な
い
。
今
後
ゴ
ミ
減
量
、

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
に
向

け
た
集
団
回
収
へ
の
仕
組
み

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
」

と
の
答
弁
で
し
た
。
そ
の
後

の
検
討
状
況
、
ゴ
ミ
の
収
集

状
況
伺
を
い
ま
す
。

問
議
員　

耐
震
診
断
に
よ
る

耐
震
改
修
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

韮
崎
市
は
、
耐
震
改
修
は
必

要
と
さ
れ
る
家
屋
の
う
ち
１

割
に
も
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市
の
防
災
計
画
の
建
築
物
被

害
想
定
で
は
、
釜
無
川
断
層

地
震
で
７
４
４
７
棟
、
53
％

が
全
壊
、
半
壊
に
な
る
と
し

て
い
ま
す
。

　

遅
れ
て
い
る
原
因
は
、
81

年
に
耐
震
基
準
が
変
わ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
以
前
の
多
く

の
住
宅
が
残
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
住
宅
に
は
高
齢
者

を
は
じ
め
、
と
て
も
多
額
の

費
用
を
か
け
ら
れ
な
い
と
い

う
状
況
が
あ
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
地
震
被
害
で
は
圧

倒
的
に
建
物
の
倒
壊
が
多
く

の
被
害
を
つ
く
り
ま
す
。

　

津
波
被
害
の
な
い
県
内
で

は
、
地
震
に
よ
る
揺
れ
へ
の

備
え
が
最
も
重
要
で
す
。
全

国
的
に
は
、
耐
震
改
修
へ
の

補
助
を
改
善
す
る
自
治
体
も

で
て
い
ま
す
。
市
の
援
助
を

改
善
し
、
個
人
住
宅
の
耐
震

改
修
を
強
力
に
す
す
め
る
べ

き
で
す
。

答
市
長　

「
耐
震
改
修
補
助

制
度
」
を
広
く
市
民
に
利
用

さ
れ
る
よ
う
周
知
す
る
と
共

に
、
今
後
、
国
県
に
補
助
の

拡
大
を
要
望
。

問
議
員　

市
の
防
災
計
画

で
は
、
上
水
道
、
簡
易
水

道
は
釜
無
川
断
層
地
震
で

１
５
４
０
カ
所
、
糸
魚
川

―

静
岡
構
造
線
地
震
で

１
２
０
０
カ
所
導
水
管
、
送

水
管
、
配
水
管
の
被
害
が

お
こ
る
と
さ
れ
、
断
水
世

帯
は
釜
無
川
断
層
地
震
で

１
０
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
の
水
道
管

は
耐
震
化
が
お
こ
な
わ
れ
て

お
ら
ず
、
今
後
も
耐
震
化
の

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

耐
震
化
に
大
き
な
財
政
を

必
要
と
し
ま
す
が
、
計
画
を

個
人
住
宅
の
耐
震
は

緊
急
の
課
題

その他質問

◆東日本大震災救援・
　復興活動に全力を
◆土砂災害対策につい
　て
◆定住促進住宅につい
　て

我
が
市
の
ゴ
ミ
問
題

に
つ
い
て

答
市
長　

昨
年
の
ゴ
ミ
収
集

量
は
６
２
０
４
ト
ン
、
分

別
収
集
の
資
源
ゴ
ミ
は

１
０
６
７
ト
ン
で
あ
る
。
資

源
物
の
分
別
収
集
に
つ
い
て

は
処
分
経
費
、
運
搬
経
費
を

差
し
引
く
と
収
支
は
大
幅
な

マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。
し
た

が
っ
て
集
団
回
収
シ
ス
テ
ム

で
の
地
元
還
元
に
つ
い
て
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

問
議
員　

全
国
各
地
の
先
進

地
等
を
見
習
い
改
善
す
べ
き

と
問
う
。

問
議
員　

韮
崎
市
保
育
園
再

編
整
備
策
定
委
員
会
で
統
合

を
含
め
検
討
協
議
さ
れ
て
お

る
が
、
現
在
ま
で
の
状
況
と

現
時
点
で
の
当
局
の
お
考
え

を
伺
い
ま
す
。

答
市
長　

多
く
の
保
育
園
は

老
朽
化
が
進
行
し
、
建
替
時

期
に
き
て
い
る
こ
と
や
、
中

で
も
４
園
に
つ
い
て
は
定
数

の
半
数
に
満
た
な
い
状
況
で

あ
り
、
保
育
の
再
編
成
は
必

要
で
あ
り
ま
す
。

問
議
員　

旧
新
府
中
跡
地
へ

統
合
し
、
幼
児
科
を
持
つ
大

学
へ
働
き
か
け
実
践
施
設
と

し
て
整
備
し
た
ら
と
提
案
す

る
。 保

育
園
の
統
合
問
題

に
つ
い
て

神田　明弘 議員
［日本共産党韮崎市議団］

福
島
県
の
原
発
事
故

に
伴
う
放
射
性
物
質

の
計
量
チ
ェ
ッ
ク
と

浜
岡
原
発
に
つ
い
て

釜
無
川
断
層
地
震
で

は
全
世
帯
が
断
水
と

想
定

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
の
実
施
を
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再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
対
し
て
の
調

査
を
行
っ
て
い
ま
し
た
ら
示

し
て
下
さ
い
。

答
課
長　

平
成
21
年
に
市
内

６
か
所
の
小
水
力
発
電
の
調

査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

今
年
度
、
県
で
円
野
町
入
戸

野
に
水
車
式
の
小
水
力
発
電

の
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

問
議
員　

シ
ニ
ア
世
代
（
こ

こ
で
は
60
～
75
歳
の
）
定
年

退
職
し
た
世
代
の
豊
富
な
経

験
や
技
術
を
地
域
の
財
産
と

し
て
生
か
し
、
協
働
に
よ
り

地
域
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
取
り
組
み
で

あ
り
ま
す
が
、
徘
徊
の
見
守

り
事
業
な
ど
に
こ
の
取
り
組

み
が
行
え
な
い
か
？

答
市
長　

韮
崎
市
徘
徊
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
を

立
ち
上
げ
た
今
後
、
年
内
の

徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
会
の
開
始
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
シ
ニ
ア
世

代
と
の
協
働
も
検
討
す
る
。

その他質問

◆災害につよいまちづ
　くりについて
◆原発問題について
・国にエネルギー政策
　転換の要求を
・市のエネルギー対策
　充実
・節電をどう進めるか
・放射線対策
◆男女共同参画社会の
　推進について

問
議
員　

６
月
の
市
国
保
運

営
協
議
会
で
は
、
国
保
税
の

改
定
に
つ
い
て
は
示
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
今
年
度
の
税

改
訂
は
な
い
か
確
認
し
ま

す
。
ま
た
、
国
保
法
第
44
条

は
、
各
市
町
村
に
対
し
低
所

得
者
を
対
象
に
、
窓
口
負
担

を
軽
・
免
除
す
る
制
度
を
作

る
よ
う
定
め
た
も
の
で
す
。

　

厚
労
省
は
、
こ
の
制
度
に

対
す
る
国
の
基
準
を
策
定
し
、

周
知
す
る
「
通
達
」
等
を
出

し
て
い
ま
す
。
窓
口
負
担
金

の
減
免
制
度
の
創
設
・
確
立

を
急
ぐ
べ
き
で
す
。

答
市
長　

本
年
度
は
税
率
改

定
せ
ず
に
運
営
を
お
こ
な
う

予
定
。
大
幅
な
税
収
の
確
保

が
見
込
め
な
い
か
ぎ
り
、
明

年
度
は
、
財
源
確
保
の
た
め

税
率
の
見
直
し
せ
ざ
る
を
得

な
い
。

　

入
院
費
等
一
部
負
担
金
の

減
免
制
度
に
つ
い
て
は
、
各

市
の
状
況
を
調
査
、
確
認
す

る
中
で
検
討
し
て
い
く
。

問
議
員　

平
成
22
年
度
の
収

納
率
は
７
１
・
６
１
％
、
滞

納
者
数
２
４
・
７
％
、
資
格

証
明
書
発
行
１
２
１
名
、
短

期
証
３
６
７
名
に
な
っ
て
い

る
。
引
き
上
げ
は
こ
の
状
態

を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
ま
す
。

問
議
員　

市
は
、
平
成
19
年

に
下
水
道
事
業
全
体
計
画
を

見
直
し
ま
し
た
。
公
共
下
水

道
整
備
区
域
と
整
備
区
域
外

に
分
け
、
区
域
外
に
お
い
て

は
、
合
併
浄
化
槽
の
設
置
を

普
及
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
地

域
で
、
浄
化
槽
の
放
流
先
が

な
い
、
地
下
浸
透
が
難
し
い

な
ど
の
問
題
が
起
き
て
い
ま

す
。

　

合
併
浄
化
槽
を
推
進
す
る

う
え
で
、
処
理
水
が
放
流
で

き
る
、
水
路
・
側
溝
等
の
整

備
も
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で

行
く
べ
き
で
す
。

答
市
長　

下
水
道
整
備
区
域

外
の
水
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

地
域
が
広
範
囲
と
な
る
の
で
、

放
流
先
と
な
る
河
川
及
び
既

存
水
路
の
状
況
を
調
査
し
、

検
討
し
て
い
く
。

問
議
員　

小
田
川
地
域
で
は
、

「
小
田
川
ホ
タ
ル
愛
護
会
」

を
中
心
に
、
人
・
ホ
タ
ル
・

環
境
の
関
わ
り
を
深
め
、
潤

い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
た
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
「
ホ
タ
ル

ま
つ
り
」
は
今
年
で
23
年
目

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
市
と
し

て
支
援
し
て
い
く
こ
と
に
は

大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

答
市
長　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運

行
へ
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

明
年
度
実
施
に
向
け
検
討
し

て
い
く
。

国
保
税
値
上
げ
せ
ず

運
営
を

小
田
川
ホ
タ
ル
ま
つ

り
に
補
助
を

問
議
員　

東
日
本
大
震
災
か

ら
３
カ
月
が
過
ぎ
、
被
災
者

の
支
援
に
は
、
被
災
自
治
体

に
よ
る
い
ち
早
い
被
災
情
報

の
把
握
と
被
災
者
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
膨
大
な
行
政
事
務
の
負

担
を
軽
減
し
、
被
災
者
へ
の

迅
速
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
一
役
を
買
う
こ
と
が
出

来
る
の
が
、
被
災
者
支
援
シ

ス
テ
ム
で
あ
り
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被

災
地
が
開
発
し
、
り
災
証
明

書
、
義
援
金
・
支
援
金
の
支

給
、
固
定
資
産
税
の
減
免
等

に
効
果
を
発
揮
し
た
同
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
平
時
に
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
市
長　

既
に
導
入
し
て
い

る
自
治
体
の
運
用
状
況
や
活

用
方
法
の
情
報
を
収
集
す
る

と
と
も
に
、
シ
ス
テ
ム
の
内

容
を
把
握
す
る
調
査
研
究
を

行
う
。

問
議
員　

今
夏
の
市
庁
舎
及

び
市
の
施
設
で
の
具
体
的
な

節
電
計
画
、
及
び
市
民
お
よ

び
企
業
な
ど
へ
の
周
知
は
。

ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
推
進

や
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
な
ど
を
さ
ら
に

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

今
後
の
市
の
計
画
は
。

答
市
長　

市
庁
舎
は
電
力
使

用
量
を
対
前
年
度
比
23
％
削

減
、
小
・
中
学
校
の
ほ
か
市

有
の
施
設
は
、
施
設
ご
と
に

創
意
工
夫
し
節
電
に
努
め
る
。

市
民
や
市
内
の
企
業
に
は
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
周
知
を
図
る
。

　

再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
計
画
は
、
公
共
施
設

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
化
や
太
陽

光
・
太
陽
熱
を
取
り
入
れ
た

事
業
を
順
次
整
備
、
推
進
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問
議
員　

本
市
に
お
い
て
小

水
力
発
電
、
太
陽
光
発
電
や

被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て

節
電
と
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

小林　伸吉 議員
［公明党］

その他質問

◆市内の放射線量につ
　いて

小林恵理子 議員
［日本共産党韮崎市議団］

下
水
道
区
域
外
合
併

浄
化
槽
放
流
先
の
整

備
を

シ
ニ
ア
世
代
と
の
協

働
に
よ
る
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
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部
分
を
残
し
て
完
成
し
て
お

り
ま
し
た
。
こ
の
内
約
70
ｍ

の
部
分
は
、
一
度
も
使
用
す

る
こ
と
な
く
、
い
き
な
り
廃

道
と
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。

答
市
長　

平
成
20
年
に
登
記

簿
を
調
査
し
た
時
に
は
土
地

所
有
者
は
一
名
で
あ
り
、
所

有
者
に
用
地
提
供
の
同
意
書

を
い
た
だ
き
、
事
業
着
手
し

ま
し
た
。
そ
の
後
登
記
簿
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
６
名
に

よ
る
持
分
登
記
に
変
更
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
地
権
者
と

交
渉
い
た
し
ま
し
た
が
契
約

に
至
ら
ず
、
止
む
を
得
ず
線

形
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
未

使
用
部
分
が
生
じ
た
と
こ
ろ

で
す
。

問
議
員　

廃
道
に
か
か
っ
た

事
業
費
は
。

答
建
設
課
長　

工
事
費

４
４
１
０
万
円
、
用
地
補
償

費
１
０
１
０
万
円
、
合
計

５
４
２
０
万
円
で
あ
り
ま
す
。

問
議
員　

税
金
が
無
駄
に
使

わ
れ
た
訳
で
す
ね
。
廃
道
は

原
状
復
帰
、
畑
に
戻
す
お
考

え
か
。

答
課
長　

廃
道
は
解
体
し
原

状
復
帰
「
畑
」
に
し
ま
す
。

農
地
は
代
替
用
地
に
使
用
し

ま
す
。

森本由美子 議員
［公明党］

その他質問

◆防災無線の自動応答
　サービスについて
◆音楽療法の普及につ
　いて
◆犬、猫の不妊・去勢
　手術助成事業につい
　て

問
議
員　

本
市
の
指
定
避
難

所
と
し
て
活
用
す
る
学
校

は
、
市
内
小
・
中
学
校
７
校

と
県
立
高
校
２
校
で
ご
ざ
い

ま
す
。
想
定
避
難
対
象
者
数

は
２
万
９
１
８
１
人
で
あ
り
、

人
口
の
88
％
が
学
校
を
活
用

し
ま
す
。
す
べ
て
の
人
が
避

難
し
て
く
る
と
は
か
ぎ
り
ま

せ
ん
が
、
大
規
模
地
震
の
発

生
時
に
は
学
校
施
設
は
地
域

住
民
の
た
め
の
応
急
的
な
避

難
所
と
な
る
役
割
を
持
っ
て

お
り
安
全
・
安
心
な
避
難
生

活
が
で
き
る
よ
う
様
々
な
対

策
を
早
急
に
講
じ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
避
難
所
に
お
い

て
は
、
市
職
員
、
教
職
員
、

地
域
自
主
防
災
会
の
３
者
の

協
力
の
も
と
に
情
報
を
共
有

し
同
じ
認
識
の
も
と
で
運
営

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
災
害
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、
事
前

に
避
難
所
運
営
で
の
実
践
訓

練
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
市
長
の
お
考
え
は
。

答
市
長　

避
難
所
で
の
生
活

は
多
種
多
様
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
避
難
所

運
営
の
基
本
的
な
事
項
を
定

め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
重
要
で

あ
り
ま
す
の
で
、
調
査
研
究

し
て
早
急
に
策
定
し
て
ま
い

り
ま
す
。

問
議
員　

東
日
本
大
震
災
を

は
じ
め
、
か
つ
て
の
震
災
の

際
の
避
難
所
と
な
っ
た
公
立

学
校
の
防
災
機
能
に
つ
い
て

は
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
備
蓄
倉
庫
の
整
備
、

情
報
伝
達
や
通
信
手
段
の
整

備
、
自
家
発
電
、
寒
さ
暑
さ

対
策
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問

題
、
要
援
護
者
へ
の
対
応
な

ど
市
長
の
認
識
と
対
策
は
。

答
市
長　

被
災
時
に
避
難
所

と
な
る
学
校
の
防
災
機
能
は

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
備
蓄
倉
庫
は
、

全
小
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、
随
時
備
蓄
品
を
補
充

し
て
い
ま
す
。
通
信
手
段

は
、
災
害
時
に
も
通
話
で
き

る
災
害
時
優
先
電
話
や
特
設

公
衆
電
話
を
配
備
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
家
発
電
装
置

に
つ
い
て
も
、
全
小
中
学
校

に
整
備
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
毛
布
や
間
仕
切
り
ダ
ン

ボ
ー
ル
に
つ
い
て
は
順
次
整

備
い
た
し
ま
す
。

　

要
援
護
者
へ
の
対
応
は
、

保
健
師
・
看
護
師
な
ど
配
置

し
、
や
さ
し
く
き
め
細
や
か

に
対
応
し
ま
す
。

問
議
員　

指
定
避
難
所
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
民
間
施
設

を
利
用
す
る
検
討
も
必
要
で

は
な
い
か
。

答
総
務
課
長　

民
間
施
設
の

借
用
に
つ
い
て
も
全
国
的
な

事
例
も
ふ
ま
え
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と

思
い
ま
す
。

問
議
員　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
見
直
し
は
。

答
市
長　

避
難
勧
告
基
準
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
含
め

た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

問
議
員　

本
市
の
教
育
委
員

は
町
村
合
併
以
来
、
旧
町
村

を
五
地
区
に
分
け
、
各
地
区

か
ら
１
名
を
専
任
し
て
い
る

現
状
で
す
。
こ
の
方
法
で
は
、

有
能
な
人
材
を
採
用
で
き
る

と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　

教
育
委
員
た
る
も
の
は
人

格
は
も
と
よ
り
、
教
育
、
学

術
、
文
化
に
識
見
を
有
す
る

こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
事
の
弊
害
と
な
っ
て
い
る

学
区
割
の
慣
例
を
改
め
る
考

え
は
な
い
か
。

　

二
点
目
は
、
市
内
全
体
を

見
渡
す
と
、
教
育
文
化
に
造

詣
の
深
い
優
秀
な
人
材
が
お

り
ま
す
の
で
、
委
員
の
公
募

制
を
導
入
す
る
こ
と
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

答
市
長　

こ
れ
ま
で
小
・
中

学
校
の
統
合
な
ど
本
市
の
教

育
行
政
の
礎
を
築
き
上
げ
て

き
た
歴
史
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
教
育
委
員
会
と
協
議

し
て
い
く
中
で
、
委
員
会
の

公
募
制
を
含
め
て
、
検
討
い

た
し
ま
す
。

問
議
員　

公
募
制
も
含
め
て
、

地
区
割
り
の
廃
止
も
検
討
す

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
に
検
討
し
て
も
ら

え
ま
す
か
。

答
政
策
秘
書
課
長　

時
期
を

申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
早
く

進
め
て
参
り
ま
す
。

問
議
員　

県
道
韮
崎
昇
仙
峡

線
か
ら
工
業
団
地
を
結
ぶ
進

入
路
は
、
市
の
説
明
に
よ
る

と
、
当
初
計
画
し
た
入
口
部

分
の
用
地
買
収
に
地
権
者
の

同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た

め
変
更
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
だ
が
工
事
は
、
地
権
者

の
同
意
を
見
込
ん
で
、
団
地

側
か
ら
県
道
に
向
か
っ
て
敷

設
さ
れ
て
お
り
、
買
収
不
能

委
員
会
委
員
の
任
命

つ
い
て

清水　正雄 議員
［市民クラブ］

その他質問

◆無償提供による道路
　用地の移転登記につ
　いて
◆観音山公園の立木伐
　採について

上
の
山
・
穂
坂
工
業

団
地
の
路
線
（
市
道

穂
坂
97
号
線
）
変
更

に
つ
い
て
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韮崎地区：平成23年７月１日　にらさき文化村　市民参加者49名
担当議員：●班長／清水正雄　　　　　　　　　●予算担当／清水一
　　　　　●委員会担当／秋山泉、西野賢一　　●課題担当／岩下良一

答
問 市道（韮崎）１号線の整備計画は。

市民会館屋上入り口から火葬場入り口までの320ｍで幅員は側溝分を含めて５ｍ50㎝を計画しています。
火葬場以北の拡幅計画の予定はありません。

洪水ハザードマップで、若宮地区の塩川沿い一部が浸水指定地区に指定されているが、
塩川のどの部分が決壊すると想定しているか。
塩川の決壊危険箇所は護岸が弱い駒井橋上流です。これにより若宮地区の一部を浸水危険地域に指定しまし
た。お尋ねの区域は道路より低い場所にある住宅のため危険区域としました。平成24年度に見直しを行い
ます。

当市の防災計画は膨大で現実的でない。市民がどう行動できるかが重要でありその条件づ
くりが市政の仕事である。
調査、研究を踏まえ、市民意識の高揚を図るための講演会、防災リーダー養成のための費用助成について取
り組んでゆきます。

韮崎市職員全員で年間４億５千万円を負担し、市も雇用者として同額負担している。特区
をつくって市町村職員共済組合をやめ全員が国保へ加入するよう市議会で決めたらどうか。
当市だけでできる問題ではありません。国の改革を待たなければなりませんが、それぞれの保険組織には歴
史があり既得権があるのでむずかしい問題と考えます。

市立病院の収支決算書は一般会計からの繰入金を明確に記載しないと一般の人には判らな
い。
執行部からの財政状況の公表に当たっては一般会計繰り出し金が、どの程度、病院会計へ繰り入れされてい
るか判るよう表示する旨議会として進言していきます。

韮崎市の地震計の感度は適正か。
（県消防防災課、甲府気象台より）：県予算平成22年度ま
でに従来の市町村64箇所全域の地震計を更新。試験調整
後引き渡し。気象庁の設置基準に準拠する。過去の統計も
採っておりセンサーも定期的に交換している。

市道（韮崎）95 号線の両側部分の市道歩道化は
可能か。
ハイツふかさわ側の水路の歩道化については高低差がある
ため、今後の調査が必要と考えます。マルハン側は水路敷
地となっているので現地調査のうえ検討してまいります。

韮 崎 地 区

平成23年度

韮崎市議会報告会開催

にらさき文化村

問

答

問

答

問

答

問

答

問
答

問

答
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　平成23年度の議会報告会を６月28日から７月２日の間に各地区で開催したところ、農繁期
で大変お忙しい中、多数の市民の方にご参加していただけました。心より感謝申し上げます。
　各会場において担当議員が、韮崎市の予算概要、韮崎市議会の委員会活動、地区における課題
テーマ等について説明させていただきました。
　説明の後、皆様から質問のありました課題について、持ち帰らせていただいた案件を中心に報
告させていただきます。

北東・甘利
地区

北東地区：平成23年６月28日　穴山町ふれあいセンター　市民参加者51名
甘利地区：平成23年６月30日　大草ふれあいセンター　　市民参加者50名
担当議員：●班長／矢崎六彦　　　　　　　　　●予算担当／野口紘明、小林恵理子
　　　　　●委員会担当／輿石賢一、田原一孝　●課題担当／山本雄次、小林伸吉

県道他の街灯が１日中点灯しているところがある。節電の昨今修理すべきと考える。
市で設置した防犯灯は自動点灯器が作動しますので、昼中の点灯はしていないと思われる。自動点灯器の故
障している場合は、区長を通じて市に申し出てください。

下水道布設地域の接続率は及び優先順位は。
下水道布設後の水洗化率は、平成23年３月現在で82.2％である。優先順位は下流地域の人口密集地域か
ら順次布設している。

旧新府中学の跡地の利用計画は。
今後庁舎内に検討会のような組織を作り、今後の利用計画を具体化していく。早急に決定していく方向では
ない。何れにしても地元の意向は聞いた中で進めていく。

少子高齢化の時代、子供が増えなければ高齢化は進むばかりである。市立病院の産婦人科
の再開を望む。
現状では産婦人科医師の不足と看護師、助産師等の確保が困難であります。産婦人科の設置は、診療に必要
な医療スタッフが整いしだい再開したい。

エコパーク龍岡の施設（風呂、その他）の利用時間が短すぎるので再検討して欲しい。
風呂の利用時間は、午前10時～午後4時であり、延長時間は以前から検討されてきたようですが、環境
衛生センターでは、利用者があるようでしたら、時間延長について検討していくとのことです。

防災訓練を夜も実施したらどうか。
市内一斉に防災訓練を夜間に実施することは、現在のところ考えておりません。なお、自主防災会が行なう
防災訓練を夜間に実施については、区民の同意が得られれば、実施可能かと考えます。

消防団員が少なく、各部人員の確保に困っている。市から要請は出来ないか。
市におきましても、団員の確保に苦慮していることは承知しているところであります。
市が消防の部を構成する地区の新入団員対象者を把握することは困難でありますので、市が要請することは
できない状況にあります。地区の会合時に現状等を説明し、地区全体で団員確保に努めていただきたいと考
えます。

果実が収入の源なので、羽根地区の猿対策を強固に
してほしい。
羽根地区の猿害については、銃による管理捕獲ができない区域
なので、サル用の檻による捕獲や有害駆除の追い払いによる対
応が考えられますが、直接的に頭数を減らすことは難しいのが
現状です。サル用の檻については、希望する地区に貸し出しま
すのでご連絡ください。

答
問

大草ふれあいセンター

答
問

答
問

答

問

答
問

答
問

答
問

答

問
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有害獣対策として河川内に電気柵を設置できないか。捕獲頭数に制限があるが、
県補助が切れたら市単独で助成できないか。
河川管理上永久柵の設置は困難ですが、仮設柵は設置の可能性もあるので地元管理会を中心に対応願います。
中山間地域直接支払い制度が活用できる場合もあります。捕獲頭数は、県の管理捕獲計画に基づく許可頭数
を上限としていますので、市単独の予算を計上して無制限に捕獲することはできません。

簡易水道統合の審議状況は。
釜無川右岸には８つの簡易水道があり、「韮崎市第６次長期総合計画」では、「各組合と協議の上、浄水施設
の建設整備をはかり、上水道への統合を進める」としています。また、「韮崎市地域水道ビジョン」では、「施
設の衰弱性、維持管理面の課題の解消と上水道への統合」を打ち出しております。
簡易水道の上水道への統合に向けての検討状況ですが、具体的な検討資料作成は未着手です。去る７月27
日開催された、簡易水道組合長会議においても、組合員への説明資料の作成が提案されたところであります
ので、各組合の協力を得ながら簡易水道の具体的な課題を説明した資料の作成に着手したいと思います。

有休農地を、メガソーラー発電に開発できないか。
メガソーラー発電事業適地については、現状県において調査をおこない、市町村に適地の情報提供を呼び掛
けている状況です。適地の基準は、①２ｈａ以上の一団の土地、②３年以内に事業者に更地の状態で貸付が
出来る（無料または固定資産税程度）、③土地規制がある場合それをクリアして事業者が発電事業を実施で
きる見込みがある、④特別高圧（22KV以上）または高圧（6.6KV以上）の送電線がある、⑤日照条件が
悪くない。以上５項目全てを満たすことが条件で、本市でも調査中です。

豚舎「悪臭」対策は。
６月30日、関係議員６名、県関係４名、市関係
３名、施設責任者立会いで、豚舎及び現地調査を
行い、飼育環境及び設備等の作業状況を確認し、
特に悪臭の原因となる堆肥の取扱いについては、
家畜排泄法に基づき処理を実施していることを
確認しました。今後の対応は、アンケート状況に
基づき堆肥の切り替え等の作業には十分な配慮
を行い、定期的な臭気濃度のチェックを行うとの
ことです。

市道（穂坂）91 号線の改修について。
市内の拡幅要望は、緊急性や重要度等を考慮し予
算化しています。しかし、各地区からの要望は
数多くあり、迅速に対応できていないのが現状で
す。
要望の穂坂91号線についても同様ですが、今後
状況等を把握した上で、実施について検討してま
いります。なお、地権者の同意書についてあらた
めて提出をお願いします。

答

問

北西・穂坂
地区

北西地区：平成23年6月28日　清哲会館　市民参加者44名
穂坂地区：平成23年7月2日  　穂坂町コミュニティーセンター　市民参加者12名
担当議員：●班長／藤島英毅　　　　　　　　　　●予算担当／神田明弘、望月正澄
　　　　　●委員会担当／森本由美子、石井錦一　●課題担当／一木長博、横森宏尹

悪臭アンケート結果

答
問

答
問

答
問

答
問
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　今年度も８月１日（月）韮崎東中学校及び韮崎西中学校２年生18名が議員となり、
本会議場で開催されました。
　一般質問は、議長、副議長を除く16名が行い、市税のこと、福祉のこと、震災のこ
と、市民交流センターのこと、スポーツのことなどを市政に対し自分の夢や希望を膨ら
ませ質問しました。
　答弁は、市長・教育委員長・教育長・課長などが答えましたが、中学生とは思えない
ほどの立派な質問でした。

議　長　 秋山　慧斗　 韮崎東中学校
副議長　 狐塚　真子　 韮崎西中学校
議　員　 山寺　雄大　 韮崎東中学校
議　員　 渡辺　大良　 　　 〃
議　員　 五味　海斗　 　　 〃
議　員　 近藤なつ実　 　　 〃
議　員　 舛森　智咲　 　　 〃
議　員　 長谷川綾音　 　　 〃
議　員　 佐野くらら　 　　 〃
議　員　 金丸　由梨　 　　 〃

議　員　 清水　清文　 韮崎西中学校
議　員　 秋山いずみ　 　　 〃
議　員　 池田　　葵　 　　 〃
議　員　 齊藤　瑠偉　 　　 〃
議　員　 伊藤夢摘美　 　　 〃
議　員　 横田　友輝　 　　 〃
議　員　 草間紫帆里　 　　 〃
議　員　 樋口　尚哉　 　　 〃

＊市政への関心をもち、いつか
　市会議員となって戻ってくる
　ことを期待します。

こども議会が開催されました。こども議会が開催されました。

第１回（７月）

臨 時 会
　７月２５日（会期１日間）に召集
され、市民交流センター内の市立
図書館備品購入契約の締結につい
て審議し、可決閉会しました。

◆韮崎市立図書館備品購入契約の
　締結について
件　　　　名／韮崎市立図書館用備品の購入
納 品 場 所／韮崎市立図書館
　　　　　　　（韮崎市民交流センター内）
契 約 金 額／２３，８３５千円
契約の相手先／山梨県中央市流通団地一丁目４番３号
　　　　　　　株式会社　正直堂
契約の方法／一般競争入札
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編集後記
9月 1日　開会

諸報告
市長所信表明

12日　一般質問
13日　一般質問
14日　議案審議

委員会
15日　財務常任委員会
20日　議案審議

委員長報告
閉会

９
月
定
例
会
日
程

※上記日程は、定例会前の議会運営委員会で正式
　に決定されます。

※委員会を傍聴する場合には事前に申し込んでく
　ださい。

※本会議は、インターネットでライブ中継・録画
　中継を配信しています。
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■ 夏季研修

　８月２日、議員の夏季研修をおこないま
した。

◆研修先　北杜市
　　　　　自然エネルギーの状況について

■ 委員会研修

　８月９～10日の２日間、総務教育、市民
生活、産業建設の３常任委員会合同で、行
政視察研修を行いました。

【９日】◆静岡県静岡市
　　　　　静岡県立地震防災センター
　　　　◆静岡県御前崎市
　　　　　浜岡原子力館
【10日】◆愛知県大府市
　　　　　WHO健康都市をはじめとする
　　　　　健康事業の取組について

■ 山梨県市議会議長会議員合同研修

　８月11日、県内の市議会議員合同研修会
が、昭和町のアピオで開催され、本市の議
員多数が出席しました。

◆講演会
　「地域経営における議会の役割」
　 －新しい自治の動きを踏まえて－
◆講師　山梨学院大学
　　　　法学部教授　江藤　俊昭 先生

大府市にて健康事業の取組について研修




